
都
市
圏
の
発
展
と
道
路
網︵
３
︶

半
世
紀
の
想
い
つ
な
が
る
名
豊
道
路

⊂　　⊃

　
右
近
　
崇
︵
う
こ
ん
・

た
か
し
︶
政
策
研
究
事
業

本
部
研
究
開
発
第
１
部

︵
名
古
屋
︶
主
任
研
究
員

　
国
道

号
名
豊
道
路
は
２
０

２
４
年
度
に
全
線
開
通
を
迎
え

る

本
路
線
は
愛
知
県
の
名
古

屋
市
と
豊
橋
市
を
結
び
沿
線
の

８
市
１
町
を
通
過
す
る
延
長


・
７


の
高
規
格
道
路
だ


知
立

岡
崎

蒲
郡

豊
橋


豊
橋
東
の
五
つ
の
バ
イ
パ
ス
で

構
成
さ
れ

地
域
の
交
通
需
要

や
ネ

ト
ワ

ク
の
連
続
性
等

を
考
慮
し
て
段

階
的
に
整
備
さ

れ
た

１
９
７

２
年
度
の
事
業
化
着
手
か
ら
半

世
紀
以
上
を
経
て
全
線
開
通
が

間
近
に
迫
る


　
名
豊
道
路
の
起
源
は

名
神

高
速
道
路
や
東
海
道
新
幹
線
が

開
通
す
る
以
前


年
ご
ろ
に

関
係
市
町
村
か
ら
提
唱
さ
れ
た

﹁
愛
知
海
道
﹂
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る

そ
の
後

愛
知
県
や
建

設
省
に
お
い
て
検
討
が
重
ね
ら

れ

年
度
に﹁
第
二
東
海
道
﹂

の
一
環
と
し
て
基
本
構
想
が
確

立
さ
れ
た

戦
後
の
高
度
経
済

成
長
期
に
あ

て

工
業
地
帯

の
拡
充
や
モ

タ
リ
ゼ

シ


ン
の
進
展
に
伴
い

激
増
す
る

国
道
１
号
お
よ
び
国
道

号

︵
現
道
︶
の
交
通
緩
和
が
名
豊

道
路
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
で

あ

た


　
ま
た

経
済
の
中
心
地
と
臨

海
工
業
地
帯
や
そ
の
後
背
地


農
村
地
帯
と
工
業
地
帯
な
ど
都

市
と
の
結
び
つ
き
を
図
り

都

市
の
過
密
化
防
止

地
域
格
差

の
是
正

土
地
利
用
の
効
率
化

に
資
す
る
道
路
と
し
て
地
域
社

会
か
ら
大
き
な

期
待
を
寄
せ
ら

れ
た


　
愛
知
県
三
河
地
域
は
モ
ノ

づ
く
り
が
卓
越
し

周
辺
の
港

湾
や
高
速
道
路
な
ど
の
社
会

基
盤
が
当
地
の
成
長
を
支
え

て
き
た

そ
の
中
で
拠
点
機
能

や
ネ

ト
ワ

ク
機
能
を
担

う
社
会
基
盤
の
有
効
活
用
に

名
豊
道
路
は
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た

沿
線
周
辺
に
は
港

湾

空
港
が
位
置
し

企
業
立

地
や
工
業
団
地
等
の
開
発
が

進
む


　
ま
た

三
河
地
域
は
全
国
で

も
有
数
の
農
産
物
の
産
出
量
を

誇
る

名
豊
道
路
は
物
流
や
移

動
の
効
率
化
を
図
り

地
域
経

済
の
活
性
化
に
寄
与
し
た

経

済
的
な
側
面
の
ほ
か

名
豊
道

路
は
歩
行
者
と
車
両
が
分
離
さ

れ

路
上
で
交
わ
ら
な
い
構
造

の
た
め

並
行
す
る
一
般
道
に

比
べ
て
安
全
性
が
高
い

加
え

て

津
波
浸
水
被
害
が
懸
念
さ

れ
る
三
河
地
域
沿
岸
部
の
浸
水

区
域
で
は

名
豊
道
路
は
高
架

構
造
で
あ
る
た
め

災
害
時
の

救
援
・
救
助
活
動
や
緊
急
物
資

輸
送
を
支
え
る
役
割
が
期
待
さ

れ
る


　
全
線
開
通
イ
ン
パ
ク
ト
と
し

て
特
筆
す
べ
き
は

名
古
屋
と

豊
橋
間
の
ア
ク
セ
ス
向
上
だ


無
料
の
国
道
１
号
を
利
用
し

た
場
合
１
時
間

分
か
か
る

が

名
豊
道
路
を
全
線
利
用
す

る
と
１
時
間
に
短
縮
す
る

接

続
す
る
国
道

号
名
四
バ
イ

パ
ス
や
国
道
１
号
潮
見
バ
イ

パ
ス

伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
な

ど
と
あ
わ
せ
て
ス
ム

ズ
な

移
動
を
実
現
す
る
道
路
網
が
生

ま
れ
る


　
一
方
で
全
線
開
通
時

名
豊

道
路
の
暫
定
２
車
線
区
間
は
総

延
長
の
半
分
以
上
を
占
め

事

故
等
が
発
生
す
れ
ば
混
雑
や
滞

留
が
懸
念
さ
れ
る

平
常
時


非
常
時
を
問
わ
ず
名
豊
道
路
の

役
割
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ


道
路
利
用
者
や
沿
線
地
域
が
開

通
効
果
を
享
受
す
る
た
め
に

は

全
線
４
車
線
化
事
業
が
望

ま
れ
る


　
︵
毎
週
木
曜
日
に
掲
載
︶
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